
母の目線 記者の視点 で現場の声を国政に!
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◆経済の再活性化とデジタル県おおいたの実現
・飲食、観光のみならずコロナ禍で傷んだ事業者を支援し、大分の経済を立て
　直します。
・中小・小規模事業者の事業存続と雇用の維持を守るための総合的な支援で
　万全を期します。
・宇宙港を拠点に新たなビジネスを生み出すと同時に人口知能、ドローン、
　アバターなど先端技術産業の育成を進めます。

◆子どもの心に寄り添った教育
・誰一人取り残さない教育、子どもの夢がかなう教育の実現
・家庭の経済状況に左右されることのないよう給食費の無償化や給付型奨学金
　の拡充など教育環境の整備に努めます。
・ひきこもりや不登校など悩みを抱えたこどもの心に寄り添います。

◆女性が輝く社会の実現
・コロナ禍で傷んだ女性の雇用の立て直しに取り組みます。
・保育園や児童クラブの充実を図ると同時に、女性が安心して働き続けられ、
　子育てができる労働環境の整備を進めます。

◆社会資本の整備と防災・減災対策
・九州の東の玄関口として、東九州・中九州高速自動車道路など広域
　交通網の建設促進と、大分港をはじめとした港湾整備を進めます。
・東九州新幹線の整備を促進します。
・大規模自然災害や南海トラフ巨大地震から県民の命と財産を守るため、
　国土強靭化に取り組みます。

◆農林水産業を守り、成長産業に
・味力満載のおおいたの食材の生産・流通をサポートします。
・農林水産業を成長産業化し、地域の伝統文化を守り、活力ある
　地域づくりに努めます。

◆外交力の強化
・毅然とした日本外交の展開に努めます。
・日本が誇る文化・芸術の海外への発信力を強め、インバウンドを
　活性化させます。

高橋まいこの活動はホームページやSNSで発信中

https://takahashi-maiko.com/
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︑
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光
業
の
み
な
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県
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な
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業
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︑

県
民
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
︒
こ
の
打
撃
を

和
ら
げ
て
い
く
た
め
に
は
︑
事
業
者
一
つ
ひ
と
つ
︑
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
︒
ま
た
︑
こ
の
国
が
発
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く
に
は
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会
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済
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枢
と
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す
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タ
ル
化
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き
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会
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つ
あ
り
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こ
う
い
っ
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化
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対
し
て
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一
人
も
取
り
残
さ
ず
に
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ん
な
が
新
し
い
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と
に
挑
戦
し
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う
︑
も
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度
頑
張
ろ
う
︑
と
思
え
る
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会
を
創
っ
て
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き
た
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と
思
い
ま
す
︒

　

県
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て
︑
皆
様
の
声
を
国
政
に
届
け
て
い
く
︑

そ
し
て
政
治
を
新
し
く
大
分
を
未
来
へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
︒

昭和63年 4月23日生まれ（満33歳）
平成23年 上智大学総合人間学部教育学科 卒業
 松下政経塾  入塾（32期生）
平成24年 時事通信社  入社（社会部記者）
平成26年 Bloomberg 入社（政治部記者）
令和元年 自民党大分県第一選挙区支部 支部長就任

高橋まいこ・プロフィール

◆感染症から命と暮らしを守る
・希望対象者のワクチン接種の早期完了、医療提供体制を確保します。
・国産ワクチンと治療薬の研究開発投資の充実を図ります。
・コロナ禍で傷んだおおいたの中小・小規模事業者や非正規や子育て世帯など
　への経済的支援を行います。


